
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

災
害
に
備
え
て

	

～
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
～

―
― 

特
集
１

４	

公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

	

お
願
い
し
ま
す
！

―
― 

特
集
２

６	

斑
鳩
町
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

８	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風	

～
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

12	

ま
ち
の
情
報

16	

ほ
け
ん
だ
よ
り

18	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 4

９
No. 588

いかるが

子どもたちの
楽しい夏休み！

「子どもステージいかるが」～ 商工まつり ～

「みんな夢中で
　　楽しみました」

～ 斑鳩の里
　　子ども夏まつり ～

「涼しく　楽しく
　みんな笑顔いっぱい」

～ 町民プール ～
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■
「
い
ざ
と
い
う
と
き
」
の

　

 

行
動
の
備
え
を

　

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、
そ

し
て
情
報
を
集
め
、
想
像
力
を
働
か
せ
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
近
く
に
河
川
が
あ
れ
ば
あ
ふ

れ
た
と
き
に
ど
う
逃
げ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
お
く
こ
と
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

避
難
所
施
設
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
、
時
間
を
見
つ
け
て
自
分
の
目
で

現
地
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

屋
外
で
は
…

・�

雨
戸
の
が
た
つ
き
や
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割

れ
、
屋
根
の
チ
ェ
ッ
ク
と
補
修

・
ア
ン
テ
ナ
は
し
っ
か
り
と
固
定

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
外
壁
の
亀
裂
は
補
強

・�
水
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
、
側
溝
や

雨
ど
い
を
清
掃

・�
物
干
し
ざ
お
、
植
木
鉢
な
ど
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
屋
内
に
入
れ
る
か
固
定

　

な
ど

屋
内
で
は
…

・�
避
難
勧
告
や
指
示
が
出
た
と
き
の
た
め

の
「
非
常
持
出
品
」
の
準
備

・�
避
難
所
施
設
・
避
難
経
路
な
ど
を
あ
ら

た
め
て
家
族
全
員
で
確
認

・�
適
切
な
行
動
を
と
る
た
め
の
正
確
な
気

象
情
報
の
収
集
方
法
の
確
認

～ 
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す 

～

災
害
に
備
え
て

災
害
に
備
え
て

総
務
課（
☎
内
線
２
７
４
）

・�
浸
水
な
ど
に
備
え
て
貴
重
品
や
衣
類
な

ど
は
高
い
と
こ
ろ
へ
移
動　
な
ど

■
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難

　
指
示
の
発
令
と
サ
イ
レ
ン
信
号
の
種
類

　

災
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
の
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
な

ど
が
発
令
さ
れ
ま
す
。（
表
１
）

　

広
報
車
、
サ
イ
レ
ン（
表
２
）、
避
難
勧

告
や
避
難
指
示
な
ど
、
避
難
に
関
す
る
情

報
が
発
令
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

表
１ 

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

表
２ 

サ
イ
レ
ン
の
種
類

発令基準 伝 達 方 法

避難
準備
情報

災害発生の可能性が予想さ
れ、災害時要援護者など、特
に避難行動に時間を要する人
が避難行動を開始する必要が
ある場合

広報車による伝達、有線放送（音声遠隔
システム）、FM 西大和（81.4MHz）、
防災情報メール、緊急速報メール・エリ
アメール、口頭による伝達など

避難
勧告

地域や土地建物などに災害
が発生するおそれのある場
合

広報車による伝達、有線放送（音声遠隔
システム）、FM 西大和（81.4MHz）、
防災情報メール、緊急速報メール・エリ
アメール、口頭による伝達など

避難
指示

状況が悪化し、避難する時
期が切迫した場合、または、
災害が発生し現場に残って
いる人がいる場合

広報車による伝達、有線放送（音声遠隔
システム）、FM 西大和（81.4MHz）、防
災情報メール、緊急速報メール・エリア
メール、口頭による伝達、サイレンなど

内　　容 サ イ レ ン 信 号
水防団員、消防
機関に属する者
の出動

約５秒　　　　　　　約５秒
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約６秒　　　　　　　約６秒

必要と認めた区
域内の居住者の
避難

約１分　　　　　　　約１分
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約５秒　　　　　　　約５秒

表
３  

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
に
よ
り
受
信
で
き
る
内
容

配 信 種 別 配 信 内 容 配信選択

防災情報
（防犯情報も含む）

災害時（災害の発生が予想されるとき、
または災害発生時）における避難勧告、
避難指示などの情報や、武力攻撃など
の緊急情報などの防災情報、身近な犯
罪情報・行方不明者捜索情報などの防
犯情報のほか、インフラをはじめとし
た生活関連情報を配信します。

必須登録項目
になります。

子ども安全安心メール 町内や周辺地域の不審者などに関する
情報を配信します。 希望する配信

種別（施設）
を選択して登
録することが
できます。複
数（5つまで）
の登録も可能
です。

学校等施設緊急情報（あわ保育園、
たつた保育園、斑鳩学童、斑鳩東
学童、斑鳩西学童、斑鳩幼稚園、
斑鳩東幼稚園、斑鳩西幼稚園、斑
鳩小学校、斑鳩東小学校、斑鳩西
小学校、斑鳩中学校、斑鳩南中学校）

気象警報・地震発生時などの対応を配
信します。
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■
防
災
情
報
メ
ー
ル
を

　
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
は
、
災
害
時
に
お
け

る
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
や
、
身
近

な
犯
罪
情
報
な
ど
の
防
犯
情
報
な
ど
を

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス（
表
３
）

で
す
。
災
害
時
に
は
、
い
ち
早
く
情
報
を

得
る
こ
と
が
、
自
ら
を
守
る
第
一
歩
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
防
災
情
報
メ
ー
ル
を

登
録
し
ま
し
ょ
う
。
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
対
応
し
た
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
で
あ
れ
ば
メ
ー
ル
を
受
信
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
情
報
に
加
え
て
、
不
審
者

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
配
信
す
る
子
ど
も

安
全
安
心
メ
ー
ル
、
気
象
警
報
時
な
ど
に

お
け
る
各
保
育
園
、
学
童
保
育
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
ご
と
の
対
応
を
配
信
す
る
学
校

等
施
設
緊
急
情
報
の
配
信
も
行
い
ま
す
。

登
録
方
法

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災
情
報
」

の「
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら
登
録
画
面
に
す
す
み
、「
手
続
き
の

方
法
」
の
手
順
に
沿
っ
て
、
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
完
了
メ
ー
ル
が
届
け
ば
、
登
録
完

了
で
す
。

　

そ
の
他
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
２
日
、「
奈
良
県
防
災
総
合
訓
練
」

を
斑
鳩
町
目
安
の
大
和
川
河
川
敷
、
斑
鳩

町
中
央
体
育
館
で
開
催
し
、
64
団
体
、
約

１
，
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
未
明
か
ら
降
り
出
し
た
大
雨

に
よ
り
、
大
和
川
お
よ
び
富
雄
川
の
水
位

が
上
昇
し
た
と
い
う
水
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
大
和
川
河
川
敷
で
は
、

事
故
を
起
こ
し
た
車
か
ら
負
傷
者
を
救
助

す
る
訓
練
、
中
洲
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
す
る
訓
練
、
倒
壊

家
屋
か
ら
の
救
助
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
斑
鳩
町
中
央
体
育
館
で
は
、

高
安
西
・
目
安
・
南
服
部
の
自
主
防
災
組

織
の
参
加
に
よ
る
避
難
所
設
置
・
運
営
訓

練
、
救
命
救
急
実
習
や
三
角
巾
の
使
用
方

法
な
ど
の
防
災
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、避
難
所
で
の
医
療
訓
練
、

衛
生
・
健
康
指
導
の
ほ
か
、
医
療
関
係
者

を
中
心
と
し
て
、
救
助
・
搬
送
さ
れ
た
被

災
者
に
対
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
（
治
療
や
搬

送
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
負
傷
者
を
分
類

す
る
こ
と
）
や
応
急
処
置
の
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
、
小
城
町
長

が
、「
今
後
も
各
機
関
で
の
訓
練
お
よ
び

一
層
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
不
測
の
事

態
に
備
え
、
万
全
の
措
置
を
と
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。

消防団員による水防訓練

救命救急実習のようす健康相談訓練のようす

訓練の講評をする小城町長

「
県
防
災
総
合
訓
練
」を

開
催
し
ま
し
た
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　斑鳩町では、平成３年度から公共下水道の整備をはじめ、平成25年度末現在で、公共下水道普
及率は46.3％となっています。
　今後も、公共下水道の整備を効率的にすすめていきますので、公共下水道工事へのご理解とご協
力をお願いします。

　問合せ　下水道課（☎０７４５�２４０６）

げすいどう　みずのみらいを　まもるみち
公共下水道への早期接続をお願いします！

げすいどう　みずのみらいを　まもるみち

　

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

上
の
地
図
の
■
で
示
し
た
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区

域
（
約
４
，
８
０
０
戸
・
１
９
１
ｈ
ａ
）
の
中
で
、
６
割

以
上
の
世
帯
の
人
が
公
共
下
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

■
で
示
し
た
区
域
に
お
住
ま
い
の
人
で
、
ま
だ
利
用
し

て
い
な
い
人
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、
公
共
下
水
道
へ
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。

事業年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
行 政 人 口（A） 28,405人 28,455人 28,375人
供用面積 167.7ha 182.1ha 191.0ha
供 用 人 口（B） 11,580人 12,476人 13,126人
接 続 人 口（C） 7,213人 7,987人 8,553人
普 及 率（B/A） 40.8％ 43.8％ 46.3％
水洗化率（C/B） 62.3％ 64.0％ 65.2％

・ 供用面積・人口…�公共下水道の整備が完了して利用できる区域の面積
および人口

・接続人口…公共下水道を利用している人口
・普 及 率…�町全体の人口のうち、公共下水道の整備が完了して利用で

きる人口の割合
・水洗化率…�公共下水道の整備が完了して利用できる区域の人口のう

ち、公共下水道に接続して利用している人口の割合

公共下水道が利用できる区域図
（平成26年７月現在）

■ 斑鳩町の公共下水道整備状況

�
公共下水道が利用
できる区域
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　宅地内の排水管や排水設備の
点検や清掃という名目で、強引
な営業活動を行ったり、法外な
金額を請求するといった悪質な
業者がいます。
　町では、工事などを実施する
場合、事前に関係者のみなさん
にご連絡しています。宅地内の
排水管や排水設備の点検や清掃
をしたり、公共下水道の接続時
の加入負担金および下水道使用
料以外の費用を請求することは
ありません。
　不審な業者が訪問した場合は
身分の確認を
するなど、十
分注意してく
ださい。

注意！

悪質な下水道管の点検・清掃
業者にご注意ください！

排
水
設
備
指
定
工
事
店
を

表
彰
し
ま
し
た

　

斑
鳩
町
は
、
排
水
設
備
の
工
事
に
必
要

な
技
術
と
資
格
を
持
っ
た
業
者
を
排
水
設

備
指
定
工
事
店
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
指
定
を
受
け
た
業
者
で
な
い
と
排
水

設
備
の
工
事
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
現
在
１
０
６
社
を
指
定
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
11
日
、
平
成
25
年
度
中
に
各
家
庭

に
公
共
下
水
道
工
事
へ
の
接
続
工
事
を
数

多
く
手
が
け
、
公
共
下
水
道
事
業
に
貢
献

し
た
排
水
設
備
指
定
工
事
店
２
社
を
表
彰

し
ま
し
た
。

【
表
彰
さ
れ
た
排
水
設
備
工
事
店
】

・
勝
間
設
備
工
業
株
式
会
社

・
有
限
会
社
オ
ギ
ウ
エ

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

　

公
共
下
水
道
の
工
事
が
完
了
し
、
供
用

開
始
の
公
示
が
あ
っ
た
区
域
内
に
お
住
ま

い
の
人
で
、排
水
設
備
工
事
を
す
る
に
は
、

斑
鳩
町
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定
工
事

店
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
一
覧
を
公
開

し
て
い
ま
す
）
へ
、
み
な
さ
ん
か
ら
、
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
の
申
請
か
ら
完
了
ま
で
、
ご
本

人
に
代
わ
っ
て
作
業
を
す
す
め
て
も
ら
え

ま
す
。公

共
下
水
道
へ
の
接
続
の
費

用
は
い
く
ら
か
か
る
の
？

　

公
共
下
水
道
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工

事
費
と
加
入
負
担
金
（
10
万
円
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

工
事
費
は
、
敷
地
の
形
や
大
き
さ
、
現

在
ご
使
用
の
排
水
管
の
状
態
で
変
わ
り
ま

す
。
斑
鳩
町
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

ご
相
談
い
た
だ
き
、
見
積
も
り
を
取
っ
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
を
利
用
し
た
い
け
ど

支
援
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

　

町
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
費

用
な
ど
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め

に
必
要
な
工
事
費
（
加
入
負
担
金
10
万
円

を
含
む
）
を
対
象
に
、「
融
資
あ
っ
せ
ん
・

利
子
補
給
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
宅
地
内
の

工
事
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

　

各
ご
家
庭
の
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
数
日
か
ら
１
～
２
週
間
か
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
下
水
道
へ
切
り
替

え
る
作
業
は
数
時
間
で
で
き
ま
す
の
で
、

台
所
や
ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
る
の
は
そ

の
時
間
だ
け
で
済
み
ま
す
。

宅
地
内
の
排
水
管
の
維
持
管
理

は
誰
が
す
る
の
で
す
か
？

　

宅
地
内
の
排
水
管
（
排
水
設
備
）
の
管

理
は
、
個
人
で
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。排
水
管
が
つ
ま
ら
な
い
よ
う
、

台
所
か
ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に

し
、
年
に
数
回
「
ま
す
」
の
フ
タ
を
あ
け

て
、ホ
ー
ス
で
水
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

使
わ
な
く
な
っ
た
浄
化
槽
は

ど
う
な
る
の
？

　

不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
は
、
排
水
設
備

指
定
工
事
店
と
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
適

正
に
処
分
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
雨
水
の
貯
留
タ
ン
ク
と
し
て

再
利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
公
共
下
水
道
が
利
用
可
能
に
な
っ
て

か
ら
２
年
以
内
の
区
域
に
お
い
て
、
浄
化

槽
に
雨
水
を
貯
留
す
る
施
設
に
改
造
す
る

工
事
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
に
相
当

す
る
額
（
10
万
円
を
限
度
と
す
る
）
を
補

助
金
と
し
て
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
溜
め
た
雨
水
を
主
に
庭
の
散
水
用
な

ど
に
使
う
た
め
、
水
資
源
の
有
効
活
用
が

で
き
ま
す
。

下
水
道
に

　
関
す
るＱ＆

Ａ
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在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

を
対
象
に
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
訪
問
し
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
（
昼
食
）
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
安
否
を
確
認
し
、
健
康

状
態
に
異
常
が
あ
っ
た
時
な
ど
は
、
関
係

機
関
へ
連
絡
を
行
い
ま
す
。

対 
象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
栄
養
改
善
や
見
守

り
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
人
で
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

利 

用
回
数　
１
週
間
に
５
回
ま
で
（
月
～

金
曜
日
の
み
）食
材
費
用
な
ど（
４
１
０

円
）
は
利
用
者
の
負
担
で
す
。
愛
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
同
じ
曜
日
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

愛
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
乳
酸
菌
飲
料
を
配
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
の
向
上
と
安
否
を
確

認
し
、
健
康
状
態
に
異
常
が
あ
っ
た
時
な

ど
は
、
関
係
機
関
へ
連
絡
を
行
い
ま
す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
日
常
の
安
否
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
人

利 

用
回
数　
１
週
間
に
３
回（
月
・
水
・
金
）

ま
で
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
同
じ
曜

日
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

軽
度
生
活
援
助
員
を
居
宅
に
派
遣
し

て
、
外
出
時
の
援
助
、
食
事
、
食
材
の
確

保
な
ど
軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行

い
ま
す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
日
常
生
活
上
の
援

助
が
必
要
な
人

利 

用
回
数　
１
か
月
あ
た
り
４
回
ま
で
と

し
、
年
12
回
ま
で
。
費
用
の
１
割
は
利

用
者
が
負
担
し
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
に
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
時
に
、
安
全
の
確
保
や

安
否
確
認
を
す
る
た
め
、
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
し
ま
す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
安
否
の
確
認
が
必

要
な
人

「
老
人
憩
の
家
」
を

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

斑
鳩
町
で
は
、
高
齢
者
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
交
流
の
場
と
し
て
、
老
人
憩
の

家
を
２
か
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
憩
の
家
で
は
、
お
風
呂
の
ほ
か
に

カ
ラ
オ
ケ
や
囲
碁
、
将
棋
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
団
体
利
用
も
で
き

ま
す
。（
団
体
利
用
に
つ
い
て
は
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
）

利 

用
対
象　

町
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

（
受
付
で
、
年
齢
が
わ
か
る
も
の
を
提

示
く
だ
さ
い
）

利
用
料　
無
料

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

お
風
呂
は
午
前
10
時
～
午
後
４
時

休 

館
日　
毎
週
水
曜
日
、
祝
日
（
日
曜
日

の
場
合
は
振
替
休
日
）、
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
～
翌
年
1
月
3
日
）

場
所　
西
老
人
憩
の
家�

神
南
２‒

５‒

１

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
７
）

　
　
　

東
老
人
憩
の
家�

幸
前
２‒

８‒

９

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
５
０
５
０
）

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

高齢者の日常生活などを支援する

斑鳩町の高齢者福祉サービス
　いつまでも住み慣れた地域で安心していきいきと暮らせるよう、斑鳩町では、高齢者の
日常生活や介護を行う家族を支援するためのさまざまな高齢者福祉サービスを行っていま
す。ぜひ、ご利用ください。

　問合せ　福祉課　（☎内線123）

住
み
慣
れ
た
環
境
で
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
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訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

理
容
師
や
美
容
師
が
訪
問
し
、
散
髪
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
一
般
の
理
容
院
や

美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
人

利
用
回
数　
年
２
回
ま
で

　

そ
の
他
に
、
火
災
報
知
機
な
ど
、
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

必
要
な
用
具
（
用
具
ご
と
に
支
給
要
件
あ

り
）
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

す
る
家
族
を
対
象
に
「
家
族
介
護
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
の
支
給

対 

象
者　
ね
た
き
り
で
、
常
時
失
禁
状
態

に
あ
る
在
宅
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族

支 
給
品
目　
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
、
パ
ン
ツ

タ
イ
プ
、
リ
ハ
ビ
リ
タ
イ
プ
、
尿
取
り

パ
ッ
ト
か
ら
１
品
目
を
選
択
。
希
望
者

斑鳩町の介護予防について

高齢者の相談窓口

に
は
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
防
水
シ
ー
ト
、

パ
ジ
ャ
マ
も
し
く
は
寝
巻
を
支
給
し
ま

す
。

所
得
制
限　
あ
り

在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
の
支
給

　

介
護
家
族
に
１
か
月
５
，
０
０
０
円
を

年
２
回
支
給
し
ま
す
。

対 

象
者　

要
介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
を
常
時
家
庭
で
介
護
し

て
い
る
家
族
（
入
院
期
間
は
支
給
月
か

ら
除
き
ま
す
）

※�

県
が
実
施
し
て
い
る
特
別
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

所
得
制
限　
あ
り

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
し
た
場
合
に
早

期
に
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
な

ど
を
助
成
し
ま
す
。

対 

象
者　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

費 

用
負
担　
バ
ッ
テ
リ
ー
、
検
索
料
金
な

ど●
高
齢
者
優
待
券
の
種
類
が

　
　
　
　
　
　
増
え
ま
し
た

　

社
会
生
活
の
拡
大
と
健
康
で
楽
し
く
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
高
齢
者

優
待
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
Ｃ
Ｉ
―
Ｃ
Ａ
（
奈
良
交
通
株
式
会
社
発

行
）、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い

き
の
里
入
館
券
に
加
え
、Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ（
西

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
発
行
）、
タ
ク

シ
ー
乗
車
券
の
４
種
類
の
中
か
ら
、
い
ず

れ
か
を
選
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　要介護状態にならないためには、普段からの
運動や食事の習慣などで心身の機能を低下させ
ないよう介護予防に取り組むことが大切です。
　町では、65歳以上の要介護・要支援認定を
受けていない人に、介護予防を目的として心身
の状況を把握するため、「介護予防のための基
本チェックリスト」を送付しています。この
チェックリストをもとに、運動、栄養、口腔機
能などの点から生活機能を評価し、その結果、
改善が必要と思われる人には、「運動器の機能
向上教室」「栄養の改善教室」「口腔機能の向上
教室」への参加を呼びかけています。「基本
チェックリスト」が自宅に届いた人は、記入し、
返信いただきますようお願いいたします。
　また、生活機能評価の結果、すぐに改善する
必要がない人にも「介護予防教室」などを開催
していますので、介護予防について関心のある
人は、ぜひご参加ください。（教室の開催につ
いては、広報いかるがお知らせ版に掲載してい
ます）

⃝高齢者の総合的な相談
　斑鳩町地域包括支援センター
　小吉田1-12-35　生き生きプラザ斑鳩内
　（☎0745‒75‒4000・74‒5666）
⃝認知症高齢者の相談
　認知症疾患医療センター（奈良県北和地域）
　三郷町勢野北4-13-1
　ハートランドしぎさん内
　（☎0745‒31‒3345）
⃝健康の相談
　斑鳩町保健センター
　小吉田1-12-35　生き生きプラザ斑鳩内
　（☎0745‒70‒0001）

　各サービスの
詳しい内容や利
用要件について
は、福祉課にお
問い合わせくだ
さい。

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
な
ど
を
支
援
し
ま
す
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立50周年　みんなで楽しく歌い　発表しました
～ 法隆寺幼稚園創立50周年七夕発表会 ～

7 / 5 ・いかるがホール

　昭和39年に開園した法隆寺幼稚園。創立50周
年を迎え、声楽家の岡田由美子先生とピアノトリ
オ「音

おと

登
と

夢
む

」を迎えての記念七夕発表会が開催さ
れました。
　オープニングでは、年長児が園歌や「手のひら
を太陽に」などの歌声を会場の家族に届けようと、
元気いっぱい歌いました。また、岡田先生による
50年を振り返る DVD 披露や寿

ことほ

ぎコンサートで
は、「ありのままで」や「夕焼小焼」「海」などの
童謡を会場の人たちと一緒になって歌う場面も。
さらに、園児たちの発表では、年少児から年長児
が、英語の歌や童謡など、普段から練習した成果
を家族の人たちに届けようと、一生懸命でした。
　上田園長は、「家族の人などに、園児たちの成
長を見ていただけるよい機会となりました。」と
話されました。

創

奏楽の祭典　音楽の素晴らしさを満喫
～ いかるが吹奏楽フェスティバル ～

7 / 1 3 ・いかるがホール

　いかるがの吹奏楽の祭典、いかるが吹奏楽フェス
ティバルが、斑鳩町文化振興財団と斑鳩シンフォ
ニック・バンドの共催で開催されました。
　第１部では、いかるがジュニア金管バンドや斑鳩
南中学校、斑鳩中学校、法隆寺国際高等学校の各吹
奏楽部が、楽しく元気いっぱいの演奏を披露されま
した。
　第２部では、斑鳩シンフォニック・バンドにより、
「モンスターハンターより　英雄の証」や「ハリー
ポッターメドレー」などの素晴らしい演奏が披露さ
れました。
　最後に、アンコールで、出演の150人みんな勢揃
いで、「星条旗よ永遠なれ」を演奏。
　観客のみなさんは、演奏の迫力と素晴らしさに感
動され、会場には大きな拍手と歓声が響き渡りまし
た。

吹

みを燃やさない　埋め立てないまちをめざして
～ ごみのゆくえ探検ツアー ～

7 / 1 5 ・㈱リバース、大阪湾広域臨海環境整備センター

　自分たちの出したごみや資源物がどこへ運ばれ、
どのように処理されているのかを、実際に目で見て
体験する「ごみのゆくえ探検ツアー」が開催されま
した。
　今回は、紙をリサイクルする工場と、大阪湾の広
域埋立処分場を見学しました。
　古紙からトイレットペーパーを作る工場では、古
紙は貴重な資源であることを実感されていました。
また、大阪湾の広域埋立処分場では、処分場の残余
量がわずかで
あるとの説明
を受け、ごみ
の分別やごみ
減量の必要性
を再認識され
ていました。

ご

援しています　岩手県大槌町
～ 斑鳩町職員互助会による大槌町支援 ～

7 / 1 ・岩手県大槌町

　東日本大震災以来、斑鳩町からさまざまな支援
を行っている岩手県大槌町のみなさんを激励し、
笑顔になってもらおうと、斑鳩町職員互助会を代
表して小城町長が大槌町内の保育園、幼稚園、小・
中学校を訪問しました。
　小城町長からスイカや花火セットを贈られた子
どもたちは、スイカ割りを楽しむなど、笑顔いっ
ぱいで大喜びでした。
　復興に向
かって着実
にその歩み
をすすめて
いる大槌町。
今後も応援
していきま
す。

応
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学連携　お互いの発展と向上をめざして
～ 奈良県立大学との包括的な

連携協力に関する協定書調印式 ～
7 / 1 7 ・奈良県立大学

　これまで観光や商工の分野で互いに協力してき
た奈良県立大学と斑鳩町が、今後さらに多岐にわ
たって、人的・知的資源の交流・活用をはかり、
連携協力していくため、包括的な連携協力に関す
る協定書を交わすこととなり、その調印式が行わ
れました。
　調印後、小城町長と伊藤学長は、お互いのます
ますの発展と向上を期待し、がっちり握手を交わ
しました。

官

っぱり夏はこれっ !斑鳩の夜空を彩る大きな花火 !!
～ 第34回　斑鳩町商工まつり ～

7/26・いかるがホール、斑鳩南中学校東側駐車場

鳩の魅力を　広くＰＲします！
～ 初代斑鳩町キャンペーンレディ委嘱式 ～

7 / 2 6 ・いかるがホール

まつり　子どもたちの笑顔で　賑わいました
～ 第17回　斑鳩の里子ども夏まつり ～

7 / 2 0 ・中央公民館

　斑鳩の夏の恒例イベント「商工まつり」が、今年も行われ、
夏らしい強い日差しが照り付けるなか、たくさんの人で賑わ
いました。
　大ホールでは、町内小中学生のみなさんによる能や演劇、
ダンスなどのステージ、子どもたちお楽しみのビンゴ大会な
どが行われ、子どもたちの歓声や笑い声で包まれました。
　その他、ロビーやホール２階では、企業ＰＲブースや女性
の癒しのブース、木工細工教室、物産展などで賑わいました。
　また、夜は斑鳩南中学校東側駐車場に、たくさんの屋台が

並ぶなか、花火が打ち上げられまし
た。今回から個人や企業からの熱い
メッセージを乗せたメモリアル花火
も加わり、例年とは一味違う花火大
会となり、会場からは大きな歓声が
上がっていました。

　歴史・文化資源があふれる「斑鳩の里」
への積極的な誘客につなげていくため、
斑鳩町観光協会が「初代斑鳩町キャン
ペーンレディ」の募集を行い、12人の
応募の中から、２人のキャンペーンレ
ディが選ばれ、商工まつりのなかで、委
嘱（お披露目）式が行われました。
　委嘱期間は２年間で、今後の斑鳩町の
観光商工の振興に向け、斑鳩町の広告塔
として、精一杯ＰＲをしていただける２
人におおいに期待が寄せられました。

　地域の子どもたちは地域の大人で守り、子どもた
ちがその実感を得られるまちづくりをめざそうと企
画されている「斑鳩の里子ども夏まつり」が今年も
開催されました。
　子どもたちは、けん玉やこま回し、お手玉などの
昔なつかしい遊びや、折り紙などを大人たちに教わ
りながら、一緒に楽
しみました。
　また、綿菓子やか
き氷など、夏のおま
つりらしい食べ物
や、ヨーヨーつり、
輪投げなどの、大人
の手作り感満点の遊
びの出店が並び、子
どもたちは笑顔いっ
ぱいで、大賑わいの
おまつりでした。

や 斑

夏

◀
女
性
の

　

癒
し
ブ
ー
ス

　
　
（
小
ホ
ー
ル
）

▲�真夏の夜空に
　　　　大輪の花

▶
初
代
斑
鳩
町

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

　

吉
川
奈
央
さ
ん
（
写
真
右
）

　

松
井
優
花
さ
ん
（
写
真
左
）

　

�〈
中
宮
寺
の
天
寿
国
繍
帳
と
高
松
塚

古
墳
壁
画
を
参
考
に
製
作
さ
れ
た

古
代
衣
装
を
着
て
の
お
披
露
目
〉
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

斑鳩文化財センターを支えるボランティア
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斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
開
館
当

初
か
ら
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
に
、
当
施
設
の
運
営
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
こ
う
し
た
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
22

人
の
み
な
さ
ん
が
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
と
、
専
門
的

な
知
識
の
あ
る
人
し
か
で
き
な
い
の
で

は
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

多
く
は
、
斑
鳩
の
歴
史
や
文
化
に
興
味
や

愛
着
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
た
点
で
は
、

み
な
さ
ん
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
は
じ
め

か
ら
み
な
さ
ん
が
文
化
財
に
詳
し
か
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
説
を
し
た
こ

と
が
な
い
と
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ

て
か
ら
詳
し
く
勉
強
を
は
じ
め
た
と
い
う

人
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
来
館
者
の
受
け
付

け
や
案
内
を
は
じ
め
、
常
設
展
示
の
藤
ノ

木
古
墳
の
出
土
品
や
石せ
っ
か
ん棺
な
ど
に
つ
い
て

の
解
説
の
ほ
か
、
特
別
展
や
企
画
展
の
開

催
中
に
は
、
事
前
研
修
の
ほ
か
に
も
、
自

分
た
ち
で
学
習
を
深
め
、
努
力
さ
れ
た
こ

と
を
大
い
に
活
用
し
て
展
示
品
の
解
説
も

行
う
な
ど
、
斑
鳩
町
の
文
化
財
の
情
報
発

信
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
先
月
号
（
８
月
号
）
で
ご
紹

介
し
た
よ
う
な
「
勾ま
が
た
ま玉
づ
く
り
」
や
「
鏡
か
が
み

づ
く
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
、
お
手
伝

い
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で

好
評
の
展
示
解
説

　

来
館
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
説
明
が
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」
と
か
、「
丁
寧
に
解
説
し
て
い

た
だ
き
、
聞
い
て
い
て
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
の
解
説
に
対
す
る
お
褒
め
の
言
葉
が
多

く
み
ら
れ
、「
親
切
に
案
内
し
て
も
ら
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
謝
の
言
葉

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
は
、
斑
鳩
文
化

財
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
斑
鳩
文
化

財
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲展示品の解説を行っているようす

▲馬具の解説を行っているようす



　パゴちゃんは、新聞紙やダンボールが、新
しい紙に生まれ変わるところを見てきたよ。
　きっちり分けて出せば、また新しい紙に
なって戻ってくるんだね。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き継
いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開してい
るキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

紙は大事な資源です環境対策課
（☎内線133）
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▶ちょっと待って！
紙は捨てたらもったいないよ！◀

　斑鳩町から出る可燃ごみの中に
は、新聞紙やチラシ類など、分別す
れば資源としてリサイクルできる紙
類が、約２割も含まれています。
　たかが２割と思われるかもしれま
せんが、現在、斑鳩町の可燃ごみは、
焼却処理を民間業者に委託していま
すので、これらの紙類をきっちり分
別するだけで、年間約２千万円の経
費削減につながります。
　“ 分ければ資源、混ぜればごみ ”
ごみを出す前にもう一度チェックし
ましょう！

７月の生ごみたい肥化量29,935㎏
　可燃ごみの10.7％をたい肥化
できました
※モデル世帯数3,958世帯（７月末）

毎月10日と20日は陶器回収の日〈９月の陶器回収日〉
　９月１０日（水）・９月２２日（月）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※�衛生処理場のみ、９月13日（土）、９月28日（日）も受け付けし
ます。

パゴちゃんからのお願い

　お菓子の箱や小さなメモ用紙も立派な資源です。
　可燃ごみ袋に入れると燃やして灰になってしまいますが、分け
て出せば、また新しい紙に生まれ変わります。

紙類は５種類に分けて地域の集団回収に出そう！
①新聞紙　　②ダンボール　　③本・雑誌類　　④紙パック
⑤雑がみ（コピー用紙、封筒、ハガキ、ダイレクトメール、メモ
用紙、お菓子やティッシュ等の紙箱・包装紙・紙袋など）

※�雑がみは、紙袋などに入れ、こぼれないようにひもでしばって
出してください。

無
料
調
停
相
談
の
ご
案
内

　
　
奈
良
簡
易
裁
判
所（
奈
良
市
登
大
路
町
35
）

　
（
☎
０
７
４
２
㉖
１
２
７
１
）

　
「
交
通
事
故
の
示
談
が
う
ま
く
い
か
な

い
」「
夫
婦
間
で
も
め
事
が
た
え
な
い
」

な
ど
、
民
事
・
家
事
の
争
い
や
悩
み
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

10
月
２
日（
木
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　

な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ら
く
だ
広
場

　
　
（
奈
良
市
西
大
寺
東
町
２
‐
４
‐
１
）

　

10
月
７
日（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　

生
駒
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
（
生
駒
市
元
町
１
‐
６
‐
12
）

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
奈
良
簡
易
裁
判
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

短
大
・
大
学
生
の
み
な
さ
ん
！

地
元
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
郡
山　

求
人
・
専
門

　
　
　

相
談
部
門
（
☎
０
７
４
３
�
４
３
５
５
）

　
「
卒
業
後
は
、
地
元
、
奈
良
で
就
職
し

た
い
け
ど
、奈
良
の
企
業
の
情
報
が
な
い
。」

「
奈
良
の
企
業
を
ど
う
や
っ
た
ら
探
せ
る

ん
だ
ろ
う
。」「
地
元
に
は
ど
ん
な
会
社
が

あ
る
の
？
」
と
い
う
よ
う
な
悩
み
を
お
持

ち
の
来
年
卒
業
の
学
生
さ
ん
。ぜ
ひ
一
度
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

経
験
豊
富
な
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
（
学

生
専
門
の
相
談
職
員
）
が
就
職
ま
で
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

未来が変わる。
日本が変える。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

7月

6月

5月

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度
←雑がみ（例）



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上水道課
� ☎0745-74-1401
下水道課
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。
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平
成
27
年

　
成
人
式
の
受
付
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

平
成
27
年
成
人
式
当
日
に
受
付
の
お
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
新
成
人
を
募
集
し
ま

す
。

日
程
・
集
合
時
間

　

平
成
27
年
１
月
12
日（
祝
・
月
）

　

午
前
９
時
30
分　

い
か
る
が
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル
前
集
合

対 

象　
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数　
若
干
名

応 

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
生
涯
学
習
課
へ
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

連
絡
ま
た
は
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先　
〒
６
３
６‒

０
１
９
８

　

斑
鳩
町
役
場

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
「
成
人
式
」
係

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　
　

syougai@
town.ikaruga.nara.jp

※�

成
人
式（
式
典
）の
日
程
・
場
所

　

平
成
27
年
１
月
12
日（
祝
・
月
）

　

午
前
10
時
30
分
～
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

日
時　
９
月
19
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演 

題　
「
奈
良
少
年
刑
務
所
社
会
性
涵
養

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

講
師　
奈
良
少
年
刑
務
所

　

教
育
専
門
官　

竹
下　

三
隆　

氏

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 9日㈫、16日㈫、30日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
25日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

4日㈭、11日㈭、18日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 10日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 2日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
12日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3026日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 20日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募　
　
集 

●

921
9
30

～／

／

921
9
30

～／

／

マナーアップ大和路21  マナーアップ大和路21  
～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～

秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

９月の相談
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作
品
の
内
容

　

大 

菊
３
本
仕
立　

９
号
鉢
、
４
鉢
組
、

色
は
赤
、
白
、
黄
を
混
ぜ
る

　

だ
る
ま
作
り　
７
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

福
助
作
り　
　

５
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

そ 

の
他　
　

小
菊
盆
栽
、
懸
崖
、
寄
植
、

盆
用

※�

要
領
は
、
各
公
民
館
・
図
書
館
・
生
涯

学
習
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

● 

す
べ
て
の
ご
み
を

　
祝
日
も
収
集
し
て
い
ま
す

　
環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

９
月
15
日（
祝・
月
）

９
月
23
日（
祝・
火
）

　

�

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
枝
葉・

草
類
の
収
集
あ
り
ま
す
。

斑
鳩
の
里
文
化
芸
術
祭
作
品
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

斑
鳩
の
里
・
文
化
芸
術
祭
で
行
わ
れ
る

「
斑
鳩
町
美
術
展
覧
会
・
菊
花
展
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

美
術
展
覧
会

出
品
受
付
・
搬
入　
中
央
公
民
館

　

�

☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
（
水
曜
日
休

館
）
10
月
13
日（
祝
・
月
）～
27
日（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除

く
）

出 

品
品
目　

洋
画
、
日
本
画
、
水
墨
画
、

書
（
拓
本
を
除
く
）、
写
真
、
工
芸
（
彫

塑
・
陶
芸
・
切
り
絵
・
染
色
）（
手
芸

に
属
す
る
も
の
は
除
く
）

※
１
人
１
部
門
１
点
と
す
る
。

※�

作
品
の
持
込
は
、
必
ず
単
品
で
包
装
・

梱
包
す
る
も
の
と
す
る
。

出 

品
資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人
、
斑
鳩

美
術
協
会
員

審 

査　
出
品
作
品
は
、
全
て
審
査
し
、
入

選
作
品
だ
け
を
展
示
し
ま
す
。

作
品
の
大
き
さ

・
洋
画

　

�　
８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
、
50

号
は
縦
型
に
限
る
）
の
枠
張
額
装
と
す

る
。
油
絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、

パ
ス
テ
ル
画
と
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

・
日
本
画

　

�　
８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
、
50

号
は
縦
型
に
限
る
）
の
枠
張
額
装
と
す

る
。

・
水
墨
画

　

�　
宣
紙
半
切
２
／
３
以
内
。
額
装
と
す

る
。
長
さ
は
、
１
ｍ
以
内
と
す
る
。

・
写
真

　

�　
半
切
以
上
（
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
プ

リ
ン
ト
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
上
）
の
単
写

真
と
し
、
枠
張
ま
た
は
額
装
と
す
る
。

・
書

　
�　

額
装
・
軸
装
も
し
く
は
パ
ネ
ル
と
し
、

作
品
は
2.2
㎡
以
内
と
す
る
。
色
紙
は
、

不
可
（
額
装
さ
れ
て
い
る
場
合
は
可
）

・
工
芸

　

�　
縦
・
横
・
幅
の
合
計
が
２
ｍ
以
内
で
、

１
辺
が
１
ｍ
50
㎝
以
内
と
す
る
。版
画
・

切
り
絵
は
、
８
号
以
上
50
号
以
内
の
枠

張
額
装
と
す
る
。（
た
だ
し
、
切
り
絵

に
つ
い
て
は
、
50
号
は
縦
型
に
限
る
）

菊
花
展

出
品
受
付　
中
央
公
民
館　

　

�

10
月
13
日（
祝
・
月
）～
24
日（
金
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除

く
）
※
出
品
受
付
の
み

搬
入　
10
月
25
日（
土
）

　
　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
正
面
玄
関
前

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

出
品
資
格　
町
在
住
の
人

９
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　
　
　

…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収・第
３
期
分
）

　
　
　
　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

９
月
30
日（
火
）

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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「
９
月
10
日
は
屋
外
広
告
の
日
」

～ 
み
ん
な
で
な
く
そ
う

違
反
広
告
物 

～

　

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
３
）

　

道
路
上
の
電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

へ
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
な
ど
の

広
告
物
を
掲
出
す
る
こ
と
は
、
法
律
や
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
広

告
物
の
内
容
や
目
的
に
よ
っ
て
は
掲
出
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）
し
か
し
、
な
か

に
は
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
掲
出
さ
れ
た
広

告
物
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
違

反
広
告
物
は
、
ま
ち
の
景
観
を
悪
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
交
差
点
に
お
い
て
見
通
し

の
妨
げ
と
な
る
な
ど
、
通
行
上
危
険
が
生

じ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

違
反
広
告
物
を
な
く
し
、
美
し
い
斑
鳩

の
里
の
景
観
を
行
政
と
住
民
・
事
業
者
が

協
力
し
て
守
っ
て
い
く
た
め
、
町
で
は
、

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
と
撤
去
の
実
施
に

加
え
て
、
環
境
保
全
推
進
委
員
の
み
な
さ

ん
の
巡
視
活
動
に
お
い
て
違
反
広
告
物
の

状
況
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
「
秋
桜
（
コ
ス

モ
ス
）
の
会
」
の
16
人
の
み
な
さ
ん
が
町

の
認
定
を
受
け
、
違
反
広
告
物
の
除
却
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対 

象
団
体　
町
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
２
人
以
上
の
団
体

活 

動
内
容　
道
路
上
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

違
反
広
告
物
の
除
却

そ 

の
他　

除
却
活
動
に
必
要
な
道
具

（
ニ
ッ
パ
ー
や
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど
）

は
町
で
貸
し
出
し
ま
す
。

※ 

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
町

長
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
屋
外
広

告
物
業
を
営
む
場
合
は
、奈
良
県
知
事（
奈

良
市
内
の
場
合
は
奈
良
市
長
）
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。
看
板
な
ど
を
設
置
す
る
場

合
は
、
必
ず
登
録
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。特

別
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
状
況
届
は

９
月
10
日
ま
で
に

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
４
）

　

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
所
得
状
況
届
を

必
ず
９
月
10
日（
水
）ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
敷
地
内
に
お
い
て

都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線
の

整
備
に
関
す
る
工
事
を
行
い
ま
す

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
６
）

期 

間　
平
成
26
年
９
月
～
平
成
27
年
２
月

末
場
所　
中
央
公
民
館
正
面
駐
車
場

※�

工
事
状
況
に
よ
り
、
国
道
25
号
側
か
ら

の
出
入
口
の
位
置
が
変
わ
り
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
内
掲

示
板
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

第
２
期
石
綿
の

　
　
健
康
リ
ス
ク
調
査

　
　
　

奈
良
県
郡
山
保
健
所

（
☎
０
７
４
３
�
０
１
９
６
）

　

こ
の
調
査
は
、
石
綿
ば
く
露
の
状
況
の

違
い
な
ど
に
よ
る
石
綿
関
連
所
見
や
疾
患

の
発
生
状
況
の
比
較
な
ど
を
行
い
、
今
後

の
健
康
管
理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め

の
知
見
を
収
集
す
る
も
の
で
す
。

対 

象　
一
般
環
境
を
経
由
し
た
石
綿
ば
く

露
の
可
能
性
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る

人

　

⑴　

�

平
成
元
年
以
前
に
県
内
居
住
歴
の

あ
る
人

　

⑵　

�

平
成
26
年
度
の
調
査
に
協
力
で
き

る
人

　

⑶　

�

石
綿
健
康
管
理
手
帳
を
取
得
し
て

い
な
い
人

調 

査
内
容　
問
診
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
Ｃ

Ｔ
検
査

参
加
費　
無
料

申
込　
電
話
受
付
に
よ
る
予
約
制

申
込
期
限　
10
月
31
日（
金
）ま
で

※�

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県

郡
山
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

● 

手
続
き 

●

● 

お
知
ら
せ 

●
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9

22

　観光産業課（☎内線212）
　斑鳩の里を発祥の地とする能楽「金剛流」
の里帰り公演です。（雨天中止）
日　時　９月２２日（月）午後６時30分～
場　所　上宮遺跡公園
入場料　前売　1,000円、当日　1,500円
薪　能
　　能楽「殺

せっ

生
しょう

石
せき

　女
にょたい

体」
　　　金剛流　植

うえ

田
だ

恭
きょう

三
ぞう

　　　　　　　江
え

崎
ざき

金
きん

次
じ

郎
ろう

　　狂言「寝
ね

音
おん

曲
ぎょく

」茂
しげやま

山七
し　め

五三、茂
しげやまもとひこ

山宗彦
　　仕舞「国

く ず

栖」豊
て

嶋
しま

晃
こう

嗣
じ

　　　　　「井
い

筒
づつ

」豊
て

嶋
しま

幸
ゆきひろ

洋

　核家族化・少子化がすすむなかで、子育て中の
お父さん・お母さん、働くお父さん・お母さんた
ちを支援するための子育てサポーターを養成しま
す。
　現在子育て中の人、子育てに一段落した人、子
育ての経験はないけれど子育て支援に興味のある
人、一緒に子育て支援をしませんか。
日　程　下記のとおり
　　　（講師の都合で変更することがあります）

場　所　生き生きプラザ斑鳩
　　　　（11月14日（金）のみ各町立保育園）
対象者　２０歳以上の町在住の人
　　　　�講習後、子育てサポーターとして活動に

参加していただける人
定　員　３０人（先着順）※無料託児あり
費　用　無　料
申込用紙の交付・受付
　　　�申込用紙は福祉課で交付します。申込用紙

に必要事項を記入のうえ、９月18日（木）ま
でに福祉課へお申し込みください。

問合せ先　福祉課（☎内線124）
日　程　

「子育てサポーター養成講座」
受講生募集

「
市
民
法
律
講
座
」
の
ご
案
内

　

奈
良
弁
護
士
会

　
　
（
奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の
１
）

　
（
☎
０
７
４
２
㉒
２
０
３
５
）

　
（
fax
０
７
４
２
㉓
８
３
１
９
）

　

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
一
般
の
人

に
法
的
知
識
の
普
及
を
は
か
る
た
め
、
毎

月
第
２
土
曜
日
に
、
無
料
で
法
律
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
身
近
な
法
律
問
題
を
取
り

上
げ
、
弁
護
士
が
講
師
と
な
っ
て
、
一
般

の
人
に
わ
か
り
や
す
く
講
義
し
ま
す
。

日
程
・
講
座
内
容

　

９
月
13
日（
土
）　

消
費
者
問
題

　

10
月
11
日（
土
）　

相
続
・
遺
言

　

11
月
８
日（
土
）　

交
通
事
故

　

12
月
13
日（
土
）　

労
働
問
題

（
平
成
27
年
）

　

１
月
10
日（
土
）　

賃
貸
借

　

２
月
14
日（
土
）　

成
年
後
見

　

３
月
14
日（
土
）　

建
築
に
関
す
る
紛
争

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
奈
良
弁
護
士
会
館

申 

込　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
ｆ
ａ
ｘ
で
、
希
望

講
座
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
奈
良
弁
護
士
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　
　
　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
み
な
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
の
人

権
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
８
日（
月
）～
14
日（
日
）

　
（
平　

日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
土
・
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相 

談
員　
法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

相
談
先　
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０‒

０
０
３‒

１
１
０
）

日　　　時 内　　容 講　師

10/₈（水）9：30～
11：30

オリエンテー
ション
町の支援事業・
子どもと遊び

町職員・
保育士

10/16（木）10：00～
11：30

児童虐待につい
て

中央こども
家庭相談セ
ンター職員

10/24（金）10：00～
11：30

子どもの食事・
病後児のケア

栄養士・
保健師

10/30（木）9：30～
11：30

乳幼児の応急処
置

日本赤十字
奈良県支部

11/₆（木）9：30～
12：30 普通救命講座

奈良県広域
消防組合職
員

11/14（金）9：30～
11：30 保育実習 保育士

太子ロマン
　　　斑鳩の里

　観月祭

太子ロマン
　　　斑鳩の里

　観月祭
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斑鳩町に警報発表時には検診・教室などを中止することが
ありますので「保健センター」へお問い合わせください。

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

事　業　名 月　日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項
大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

9月17日㈬
10月8日㈬

9：00～
　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購入

してください。（容器代300円）
乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

10月21日㈫

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

平
成
25
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。申込時に必ず、前回受
診日をお知らせください。

子宮頸がん検診 12：45～
　13：30

20歳以上の女性
（申込先着30人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

胃 が ん 検 診

10月22日㈬
10月23日㈭

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにし
て、午後9時までにすませて、そ
れ以降は飲食しないでください。
　 （水・煙草・薬も飲まないでくだ
さい）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は、申し込み時に必ず
お伝えください。
○ 肺がん検診を受ける人は、喀たん
容器は保健センターで当日購入し
てください。（容器代270円）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

胃がん・肺がん
セット検診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

☆申込み時に、必ず前回受診日をお知らせください。【子宮頸がん・乳がん検診は２年に１回です。】
☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆ 胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し

ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

事　業　名 月　日 受付時間 定員 内　　　　　容
こころの健康相談
（精神保健福祉士による）９月16日㈫ 13：00～15：00 ２人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談
栄 養 相 談
（栄養士による）

９月19日㈮・25日㈭
10：00～16：30 各日

３人
高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談10月１日㈬・６日㈪

糖
尿
病
予
防
教
室

　

日
本
人
の
６
人
に
１
人
が
糖
尿
病
ま
た

は
糖
尿
病
予
備
軍
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

糖
尿
病
は
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
に
な
る
前
に
訪
れ
る
サ
イ

ン
を
見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
こ
の
機
会

に
糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

対 

象　
血
糖
値
な
ど
が
高
い
、
糖
尿
病
に

つ
い
て
学
び
た
い
20
歳
以
上
の
人

持
物　
筆
記
用
具

定
員　
各
日
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
①
９
月
22
日（
月
）ま
で

　
　
　

②
９
月
29
日（
月
）ま
で

日　　時 内　　　容

９月24日（水）
９：30～

11：30

・栄養士による講義Ⅰ
　「糖尿病にならない
　　　　　　　食事ってある？」
　私に合った食べ方について

10月２日（木）
９：30～

11：30

・栄養士による講義Ⅱ
　「血糖値が高くても
　　　　食べたい！飲みたい！」
　血糖値を上げない工夫について

※乳がん検診の個別検診は予約が取りにくくなっていますので、できるだけ集団検診をご利用ください。

がん検診予定表（事前申込要：電話申込可）
9月は、がん征圧月間です！　～ 愛だけじゃ　守れないから　がん検診 ～
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パパママスクール（秋コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　　持物：母子健康手帳　　　申込：10月２日（木）まで

テーマ 実施日 実施時間 内　　容
もうすぐ会えるね
　～お産を知ろう～ 10月3日㈮ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産につい
ての話

赤ちゃんがやってきた！
　～おふろ大好き～ 10月18日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 10月28日㈫ 10：00～

　12：00
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士によるママと赤ちゃんの歯の健康についての話

事　業　名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

パ パ マ マ
スクール　サロン 9月16日㈫ 9：45～

　10：00 妊娠中の人
〇 助産師さんと一緒に「妊婦体操でこころと体を
リラックス」

申込：9月12日（金）まで

2歳6か月児健診
（歯科） 9月18日㈭ 12：45～

　13：15
Ｈ23年12月生・

Ｈ24年1月生
〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

双 子 ク ラ ブ 9月25日㈭ 10：00～
　11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：9月24日（水）まで

子 育 て 教 室 9月26日㈮ 9：45～
　10：00

1歳～就園までの
児とその保護者

○テーマ：絵本を楽しもう
内容：手遊び、歌など
※先着30組
申込：9月2日（火）から

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 9月30日㈫ 9：30～

　11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：9月29日（月）まで

わんぱく広場
10月6日㈪

9：45～
　10：00 Ｈ25年10・11月生

○しつけ、卒乳等についての話
申込：10月3日（金）まで 持

物
：

母
子
健
康
手
帳

13：15～
　13：30 Ｈ26年4・5月生

○発達等についての話、赤ちゃん体操
申込：10月3日（金）まで

10月7日㈫ 9：45～
　10：00 Ｈ26年2・3月生

○歯みがき、事故防止等についての話
申込：10月6日（月）まで

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 10月9日㈭ 13：30～

　15：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：9月9日（火）～10月8日（水）まで
先着80人

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 10月15日㈬ 12：45～

　13：30 Ｈ25年2・3月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

☆詳しくは保健センターへお問い合わせください。

母
子
健
康
講
座

日
時　
10
月
14
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容　

�「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　

親
の
か
か
わ
り
っ
て
？

　
　
　
　

～
い
そ
が
ず
、
あ
わ
て
ず
、

　

ゆ
っ
た
り
子
育
て
～
」

講
師　
奈
良
県
臨
床
心
理
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

三
紀　

氏

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
２
階

　
　
　

大
会
議
室

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

申
込　
10
月
８
日（
水
）ま
で

※
無
料
託
児
あ
り
（
予
約
制
・
先
着
20
人
）

水痘予防接種が、１０月から定期接種となります。　※対象者には個人通知します。

気づく

聴く

つなぐ

見守る

相談窓口
●（社福）奈良いのちの電話協会　☎0742‒35‒1000　年中無休24時間
●なら自死遺族・こころのホットライン　☎0744‒46‒5563　平日10時～16時

何か悩みがありそうだな…
体調が悪そうだな…眠れていなさそう

何か心配なことがありますか？
最近、眠れていますか？

家族などの身近な人につなげる
相談機関につなげる

挨拶をするなど、自然な雰囲気で話し
かけ、温かく寄り添いサポートする。

９
月
10
～
16
日
は
、「
自
殺

予
防
週
間
」
で
す
！

大
切
な
人
の
悩
み
に
気
づ

い
て
く
だ
さ
い



９月号
平成26年９月１日発行

（通巻588号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₃₂₇人
　　（前月比　±₀）
　　男₁₃,₄₂₆人
　　女₁₄,₉₀₁人

　 　₁₁,₂₄₉世帯
　　（前月比　＋14）

（平成26年₇月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　厳しい暑さも一段落し、秋の
気配を感じはじめる９月。夏の
疲れが出やすいこの季節は、健
康に十分留意が必要です。よく
食べ、よく寝て、よく休むこと
により、夏バテを吹っ飛ばして、
楽しい○○の秋に向けて、万全
の態勢で臨みましょう。

　み

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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れ
15
組
。
先
着
順
）

日
時

　

第
１
回　

10
月
２
日（
木
）

　

第
２
回　

10
月
23
日（
木
）

　

�

２
・
３
歳
（
午
前
10
時
～
10
時

40
分
）

　

�

０
・
１
歳
（
午
前
11
時
～
11
時

30
分
）

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
和
室

講
師　
平
井　

冨
久
子　

氏

　
（
か
し
の
木
文
庫
）

申 

込　

９
月
28
日（
日
）ま
で
に
、

町
立
図
書
館
窓
口
・
電
話
・
ｆ

ａ
ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の

名
前
・
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

︱ 

お
は
な
し
会
・
読
み
き
か
せ 

︱

町
立
図
書
館

　

９
月
10
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

９
月
20
日（
土
）
午
後
３
時
～

中
央
公
民
館
図
書
室

　

９
月
９
日（
火
）
午
前
11
時
～

写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
道

第
３
回 

斑
鳩
の
記
憶

　
ア
ー
カ
イ
ブ
化

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
思
い
出
の
中
の
並
松
」

参
加
者
募
集

　

斑
鳩
の
古
い
写
真
や
映
像
の
収

集
・
整
理
・
公
開
に
向
け
た
準
備

事
業
と
し
て
、
町
立
図
書
館
聖
徳

太
子
歴
史
資
料
室
で
は
、「
斑
鳩

の
記
憶
ア
ー
カ
イ
ブ（
保
存
記
録
）

化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
研
究
集

会
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
目
と
な
る
今
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
並
松
地
区
で

撮
っ
た
古
い
写
真
を
囲
み
、
日
常

の
斑
鳩
の
記
憶
を
語
ら
い
ま
し
ょ

う
。

日
時　
10
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル

　
　
　

研
修
室
１

定 

員　
10
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
）

対 

象　
斑
鳩
町
在
住
で
、
本
事
業

に
関
心
を
お
持
ち
の
人

募 

集
期
間　
９
月
５
日（
金
）～

　

10
月
３
日（
金
）

申 
込　
町
立
図
書
館
聖
徳
太
子
歴

史
資
料
室
窓
口
・
電
話
・
ｆ
ａ

ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い

リ
ユ
ー
ス
ブ
ッ
ク
ス

︱ 

図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
市 

︱

　

図
書
館
で
保
存
年
限
が
切
れ
た

雑
誌
・
除
籍
処
理
済
み
の
図
書
を

お
わ
け
し
ま
す
。

日
時　
９
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場 

所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル

　
　
　

研
修
室
１

＊�

１
人
に
つ
き
、
雑
誌
１
束
・
図

書
８
冊
ま
で

　

�（
資
料
が
な
く
な
り
次
第
、
早

期
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

＊�

当
日
、
整
理
券
を
９
時
50
分
か

ら
配
布
し
ま
す
。
10
時
～
10
時

45
分
ま
で
は
整
理
券
が
必
要
で

す
。
10
時
45
分
か
ら
は
ご
自
由

に
入
場
で
き
ま
す
。

「
親
子
で
あ
そ
ぼ
・
秋

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
」

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
絵

本
や
わ
ら
べ
う
た
を
紹
介
し
ま
す
。

対 

象　
３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

　

�（
０
・
１
歳
、
２
・
３
歳
そ
れ
ぞ

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�平成25年度末現在における、
斑鳩町の公共下水道普及率は
何％（パーセント）でしょう。

　　　　〈９月11日㈭必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636‒0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　８月号のクイズの答　協働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数22）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


